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      国 際 会 長 (ＩＰ) Moon Sang Bong (韓国) 

“Yes,we can change ”「私たちは変えられる」 

“Courage to challenges ”「挑戦への勇気」 

会 長  古田 和彦       アジア地域会長 (ＡＰ)  田中 博之 (東日本区)            監  事    松島 美一 

副会長  古賀 健一郎       “Action ”「アクション」                          ブリテン  古賀 健一郎 

書 記  金子 功          “With Pride and Pleasure ”「誇りと喜びを持って」担当主事   青木 一弘 

会 計  伊藤 誠彦   東日本区理事（ＲＤ）  宮内 友弥（東京武蔵野多摩）      

直前会長 金子 功   「為せば、成る」 

                  “ No challenge, No fruit”  

      湘单・沖縄部部長（ＤＧ） 佐藤 節子（厚木） 

「心を元気に きずなを深めあえるワイズをめざそう！」 

      横浜クラブ会長 (ＣＰ)   古田 和彦 

「YMCA、ワイズメンと共に！」 

“With YMCA ,With Y’s Men ” 
これよりも 

今月のひとこと  

「チコちゃんに叱られないように生きる」 

押川 幸男 

横浜ワイズの皆様、お元気でお過ご

しのことと思います。 

私も群馬県沼田市に卖身赴任で一年間、

平安のうちに過ごすことができました。 

認定こども園恵泉幼稚園も利用定員

25名の小さな園ですが、広い園庭で園

児たちも健やかにのびのびと過ごして

いるようです。 

 ある日のこと、園庭で遊んでいる子どもたちを眺めていま

すと、年長の女の子が私のほうに近寄ってきて、「園長先生、

ぼーっと生きてんじゃないよ。チコちゃんに叱られるよ！」

と声をかけられました。某公共放送番組の影響らしいのです

が、テレビを観ないことにしている私には、何のことか最初

わかりませんでしたが、後で職員から説明を受け、納得した

次第です。早速、オンデマンドで見逃し番組を探し、何回か

の番組を観ることができました。 

私たちが見過ごしている物事に「なんでそうなの？」との

問いかけをするチコちゃんに何事に対しても好奇心を持つこ

とがだんだん薄らいでいる現在の自分に対して、あの年長の

女の子の一言は、強烈な一撃になりました。 

 さて、今年は沼田市の姉妹都市であるドイツのフッセンを

是非訪問したいと思っていたところ、ある方から8月にドイ

ツのミュンヘンでモンテッソーリ教育施設視察があるが、一

緒に行かないかと声を掛けられました。さらに、6 月から沼

田市の国際交流員でドイツ人の方が社会人を対象にドイツ語

会話講座を開催してくださるとのことで、ミュンヘンとフッ

センへの訪問が一気に現実味を帯びてきました。ドイツのロ

マンチック街道の終着点であるフッセン市と日本のロマンチ

ック街道沿いにある沼田市が同じような風景であることなど

から姉妹都市となったようです。実際にフッセン市を訪れた

沼田市の方々が確かに沼田市の風景とよく似ていると感激さ

れたようです。今年はチコちゃんに叱られないよう、ぼーっ

と生きてんじゃないよ！と言われないよう、自分の目で、フ 

＜２０１９年３月例会実績＞ 

在籍者 出席者 出席率 B F 

13名 

 

メン      8 名

メネット   0 名

コメット   0 名

ビジター  1 名

ゲスト    1名

合計   10名 

77％

（メーキャップ 

2名含む） 

 

前月修正 

出席率  ％ 

今月分 

切手     0 g 

現金     0円 

年度累計 

切手 2090 g 

現金 1258円 

＜今月の聖句＞ 

                  古田 和彦 

それから、トマスに言われた。「あなたの指をここ 

に当てて、わたしの手を見なさい。また、あなたの 

手を伸ばし、わたしのわき腹に入れなさい。」トマ 

スは答えて、「わたしの主、わたしの神よ」と言っ 

た。イエスはトマスに言われた「わたしを見たから 

信じたのか。見ないのに信じる人は、幸いである。」 

（ヨハネによる福音書20章27－29節） 

★ 強い義務感をもとう 義務はすべての権利に伴う ★ 

納涼会出席者 



 

 

＜４月の行事予定＞ 

強調月間「ＬＴ（Leadership Training）」 

日 曜 時間 行 事 内 容 場所 

8 月 18:00 
次次期部長選考 

委員会 
中央ＹＭＣＡ 

11 木 18:30 第一例会 中央ＹＭＣＡ 

20 土 14:00 第3回部評議会 中央ＹＭＣＡ 

25 木 17:00 第二例会 中央ＹＭＣＡ 

 

ッセン市の風景をしっかりと観てみたいと思っています。様 

々な出会いと導きを感謝しつつ。 

「３月第一例会報告」 
伊藤 誠彦 

日時  ：3月14日(木) 18:30～20:30 

場所  ：横浜中央ＹＭＣＡ606号室 

出席者 ：青木、伊藤、今村、大江、大髙、金子、古賀、 

古田 

ビジター：加藤利榮（横浜とつか） 

ゲスト ：長田光玄（横浜Ｙ、卓話者） 

今村ワイズの司会で開始。古田会長による開会点鐘、挨拶

に続き、ワイズソング、ワイズの信条を唱和。青木ワイズの

聖句朗読と食前感謝、青木ワイズが準備して下さった食事。

食事の後、金子ワイズと古賀ワイズは常議員会に出席のため

中座。代わりに、別室で「ワイズの法人化検討」の会議に出

席されていた加藤ワイズが会議の終了と共に、例会に参加し

てくださいました。 

本例会の卓話

は、ＹＭＣＡ理

解の第4弾、「横

浜ＹＭＣＡチャ

リティーラン」、

卓話者はチャリ

ティーランの事

務局長を務めら

れている長田さん。 

チャリティーランは 1987 年にチャックウイルソンさんが

提唱し、ＹＭＣＡ国際賛助会の主催により東京ＹＭＣＡが協

力し開始されました。今では、全国で21ヵ所のＹＭＣＡで実

施されています。 

チャリティーランは参加費や寄付金を集め、障がいのある

子供たちがキャンプ等に参加するのを支援することを目的と

しています。マンツーマンの支援体制が必要なこと、事前ト

レーニングが必要なこと、また、リーダーの育成などに費用

がかかるからです。 

横浜Ｙのチャリティーランは参加者数、寄付金総額の観点

からも全国最大規模の大会の一つであり、全国に占める比率

も十数％になっています。 長田さんからはその収益金がどの

ような横浜Ｙのプログラムに、支援金として拠出されている

かなどの説明もありました。 

尚、2019年の横浜Ｙチャリティーランはラグビーワールド

カップ開催の影響を受けて 11 月に開催がずれ込む見込みで

あるとの説明もありました。 

卓話の後はビジネス。横浜つるみクラブ設立総会の案内、

次次期部長選考委員会の案内に続いて、5 月例会は横浜つづ

きクラブと合同で富士山Ｙにて開催予定であること、7月は、

沖縄からの部長公式訪問の負担軽減のため、他のクラブとの

合同例会のかたちをとることが要請されていることなどが紹

介されました。 

例会を締めくくるHappy Birthdayでは、12月～2月には

イレギュラーな例会が続き、お祝いができていなかったため、

過去3回分も含めてお祝いしました。 

「第８４回Ｙ－Ｙ’s協議会報告」 
伊藤 誠彦 

第84回ＹＭＣＡ－Ｙ’s協議会が3月5日(木)19:00～20:30、

横浜中央ＹＭＣＡ501 教室で開催されました。今回は横浜ク

ラブの担当、青木担当主事の司会により、黙祷、讃美歌、聖

書朗読、祈祷による開会礼拝で始められました。  

議事は古田会長により進められ、佐藤部長挨拶に続き、横

浜ＹＭＣＡの長田さんよりチャリティーラン及びＢＡＰＹ基

金の説明がありました。チャリティーランではその収益金が

どのような支援プログラムに提供されているかの説明があり、

ＢＡＰＹ基金では基金拡充への取組が紹介されました。 

その後、尐し遅れて参加された田口総主事より、ご挨拶と

「2019年度横浜ＹＭＣＡ全体事業方針・計画」の説明が思い

入れたっぷりに披露されました。 

田口さんに続く、横浜ＹＭＣＡ報告としては、青木担当主

事によるＹＭＣＡ会員大会報告、山中さんによるピンクシャ

ツデイ報告がありました。 

ワイズメンズクラブとしては、佐藤部長によるＹ－Ｙ’s 合

同新年会報告、部長沖縄公式訪問報告、部エクステンション

委員会報告として部スポンサーの新クラブ、横浜つるみクラ

ブの設立が紹介されました。続いて、各クラブのトピックス

が紹介されました。 

次回の第85回Ｙ－Ｙ’s協議会は6月4日に開催予定です。

担当クラブは鎌倉クラブです。 

横浜クラブ出席者は青木、伊藤、金子、古田でした。 

尚、協議会に先立ち、18:00 より湘单・沖縄部次次期部長

選考委員会が開催されましたが、出席者より部則及び部則施

行細則に則っていないとの指摘があり、改めて3月25日に再

度開催することになりました。 

「横浜つるみワイズメンズクラブ（仮） 

設立総会報告」 
古賀 健一郎 

3月17日(日)14時から、横浜市鶴見中央ケアプラザにおい

て、関係者、来賓合わせて64名が出席し「横浜つるみワイズ

メンズクラブ(仮)」の設立総会が開催された。辻剛エクステ

★ 強い義務感をもとう 義務はすべての権利に伴う ★ 

納涼会出席者 

卓話者の 

長田光玄氏 



 

 

ンション委員長が司会を務め、横浜クラブ金子功ワイズの開

会点鐘、ワイズソング、ワイズの信条唱和に始まった。 

(1) ≪湘单・沖縄部においての挨拶と報告≫ 

1． 佐藤節子部長が｢新クラブ誕生としてまかれた種が実り

豊かに育つことを祈ります』と挨拶。2．エクステンション

委員会活動報告(辻剛委員長) ① 2017 年、栗本治郎理事

(当時)の方針を受けて、湘单・沖縄部は新しいクラブの設立

を目的としたエクステンション委員会を設置。②横浜ＹＭＣ

Ａの田口総主事のご助言で、『横浜ＹＭＣＡと協働して傘下

のブランチがある地域に新クラブを設立する』という基本構

想を立て実行。その結果、鶴見地域に大きな進展があり、久

保勝昭ワイズの『うたごえ広場』の参加者を中心に、新クラ

ブ設立の動きが加速していき、最終的に部評議会で『新クラ

ブ設立』が承認された。③『新クラブ設立の活動は、部を挙

げて取り組んできたことから、特定のスポンサークラブは作

らず、湘单・沖縄部そのものがスポンサーになり、全面的な

支援していくこと』も、部評議会で承認された。3． 新クラ

ブ設立準備委員長報告(久保勝昭委員長) ①2018年8月、横

浜市生麦ケアプラザで毎月実施している『うたごえ広場』に

て、鶴見地区にワイズメンズクラブを作りたい旨提起したと

ころ6名が関心を示した。部エクステンション委員会に加え

て、鶴見中央ケアプラザ、生麦ケアプラザ、ＹＭＣＡ鶴見保

育園、ＹＭＣＡライフサポートセンターなど、多くの関係者

との打ち合わせを行い、『準備会』と『準備例会』を積み重

ねながら、新クラブ設立の準備をしてきた。②今後は、6 月

16日に行われる『加盟認証状伝達式(チャーターナイト)』に

向けた諸準備を、会員が心を一つにして取り組んでいきたい。 

（2）≪総会議事≫ 

・次いで行われた総会議事では、☆総会議長・書記選出☆ク

ラブ会則 ☆クラブ役員 ☆クラブ予算の順で議事が進行し、

全ての議案が提案通り承認されて総会を終了した。 

（3）≪来賓の方々からの祝辞≫を通してからも、新クラブ設

立についての『関係者の強い想いと新クラブ設立の意義』を

はっきりと理解することができた。 

1．横浜ＹＭＣＡ総主事 田口 努ワイズは「古い歴史をもっ

た鶴見地区には、保育園、ケアプラザ等とＹＭＣＡが行政と

共に、地域のコミュ二ティー作りに積極的に参画しており、

ワイズの新クラブ誕生は大変喜ばしい。」2．アジア地域会

長 田中 博之ワイズは「新クラブの設立総会から、これから

の国際協会による認証に向けて輝かしい第一歩を踏み出した

ことを、アジア太平洋地域（14カ国、220 クラブ、3500 名)

の会員を代表して、心から喜びたい。」3．東日本区理事 宮

内 友弥ワイズは「国際協会のルールが変更になり、『新クラ

ブの最尐会員数は(従来までの15名から)5名とする』となっ

た。その後の新クラブ設立には注目が集まり、地域に密着し

ながら、新クラブがどう進化していくか期待したい。」4．

東日本区会員増強事業主任 伊丹 一之ワイズは「新クラブ作

りは、東日本区のＥＭＣ委員会で進めているワイズ 100 年

(2022年)の会員増強運動計画と一致しており、これからの新

しいワイズ像を築かれることを期待したい。」 

（4）その後、司会者の出席者の紹介、久保新会長が新クラブ

会員の紹介と閉めの挨拶をされ、これからの新クラブへの強

い期待と意気込みを、ここまでのクラブ設立へ協力していた

だいた方々への深い感謝の気持ちを、万感の想いいを込めて

伝えられた。そして岡田勝美ワイズ（横浜つづきクラブ会長）

の閉会点鐘で、設立総会を閉じた。そして、記念撮影終了後、

会場を移して懇親会で、皆で楽しい交わりのひと時を過ごし

た。当クラブ参加者は、青木、伊藤メン＆メネ、金子、古賀、

田口、古田の7名。 

 

「近況報告」 

金子 功 

忘れもしない2月10日のことです。

午後4:00頃、パソコンで作業をして

いる時に突然、女性の甲高い早口で

「貴方のパソコンにウイルスが侵入

しました。放置しておくとパソコン

に重大な障害が発生する恐れがあり

ます。直ちにお電話をください。さ

もないとパソコンが破壊される恐れ

があります。」このような趣旨のことを家中に響き渡るよう

な大音声で繰り返し、繰り返しがなり立てるのです。慌てま

した。パソコンの画面を変えようとしても、右上の×で消去

しようとしてもその早口の大音声は消えないのです。 

パソコンが使えなくなったら困るのは目に見えています。

その思いが先立って、怪しいと思いながらも画面に表示され

ている電話番号に電話をしてみました。06で始まる大阪の番

号です。電話をしている間も早口で大声のメッセージは流れ

続けているのです。電話口に出た男は日本語を話していまし

たがアクセントから明らかに外国人とわかりました。慇懃無

礼に「貴方のパソコンには、確かにウイルスが侵入していま

す。それを排除するには遠隔操作で排除する必要があり、お

金もかかります。」というのです。 これは怪しい、この話

に乗ってはいけないと気づくのには時間はかかりませんでし

た。パソコンに与える影響を恐れながらも電源を切りました。 

その後は、インターネットのプロバイダーに電話をしたり、

所轄の浦賀警察署にこんな脅しの被害届けがないかをチェッ

クしました。翌日は2月11日、横浜ＹＭＣＡの会員大会の日

です。午後早めに退出させていただき、パソコンの処理のた

めに奔走しました。 

結果的には10年近く使っているパソコンを買い替え、ＯＳ

もWindows 7から10に、また、メールアドレスも新しくす

ることにしました。3月10日には82歳の誕生日を迎えまし

たが、新しいパソコンの元を取るためにももうしばらく頑張

らなければと思う今日この頃です。 

★ 強い義務感をもとう 義務はすべての権利に伴う ★ 

納涼会出席者 

横浜つるみワイズメンズクラブ（仮）設立総会 



 

 

第 二 例 会 報 告  

大髙 治 

日 時 ： 3月28日（木） 17:00～19:00 

場 所 ： 中央ＹＭＣＡ 501号室 

出席者 ： 青木、大髙、金子、古賀、古田 

協議・確認・検討事項 

1）行事予定 

 ・3月から6月までの行事予定を確認した。 

2）協議・報告事項 

1、次々期部長推薦委員会報告(3月25日) 

部長選考は、いろいろな意見が出されたものの結論には

至らず、結局、部長選出の方法論を部執行部が叩き台と

してまとめた上で、4月8日18:00より、みたび協議す

ることになった。 

 2、5月第一例会はつづきクラブと合同で5月24、25日富

士山ＹＭＣＡで開催。24日午後１時現地集合。昼食は

各自。例会、バーベキュー懇親会を開催。25日朝食後

現地解散。車は確保可、配車は後日決定。 

 3、4 月度の卓話は中央ＹＭＣＡの健康教育事業について、

井藤さんにお願いする。 

 4、5月ブリテン計画；担当を明確にした。 

 5、6月例会 

  ・今年度の反省の下、次年度の計画、予算を話合う。 

 6、ロースターについては、部への提案事項について意見を

まとめた。 

  ・第一分冊（年度による提案・決定事項）、第二分冊（規

則部分）、第三分冊（名簿）に分けて発行。 

  ・第三分冊（名簿）については、①名簿に載せて良い情

報を会員各位明確にする。名前は最低限必要。 ②名

簿はクラブ運営のみを目的とし、クラブの役員だけが

厳重に管理・保有する。 ③名簿は各会員に配布しな

い。 

 7、6月1、2日の東日本区大会の参加者確認は、後日金子

書記が別途確認予定。 

 8、7月19、20日の東アジア太平洋地域大会には2名登録

済。 

 9、横浜クラブ90周年行事の原案は金子ワイズが4月の第

二例会に提案する。 

 

 

 

担当主事 青木 一弘 

■2019年度 基本聖句の紹介 

「仕えられるためではなく、仕えるために」 マタイによる

福音書20章28節 

今年度の横浜ＹＭＣＡの基本聖句となります。自分を基準

にし、自分の立場を押し付けるのではなく、どんな時にも相

手の価値を認め、立場を尊重することから、相手に仕えるこ

とが始まります。小さな問題を乗り越えていくことが社会の

安全、世界の平和につながると思います。今年度も新たな気

持ちで臨んでいきたいと思います。 

■東日本大震災から8年「風化させぬ」思いを新たに 

今年3月で東日本大震災から8年がたち、最近では震災に関

する報道も減尐しつつあります。震災の記憶が風化しつつあ

る一方、被災家庭はいまだ厳しい状況に置かれています。横

浜ＹＭＣＡでは、この3月に様々なチャリティイベントを実

施しました。いつまでも、被災地の事を覚え、私たち一人一

人が、常に「3.11」の教訓を忘れず、今日も苦しい避難生活

を続けている方々に思いを馳せ、できうる限りの支援を継続

していくことが大切であると考えます。そして、次の世代に

伝えてゆくためにも活動を継続していきたいと思います。 

■横浜ＹＭＣＡ会員総会のご案内 

5 月25 日（土）に会員総会が実施されます。会員総会では、

2018年度の事業報告・会計報告、2019年度の事業計画・予算

案、常議員の選出、会員表彰等が行われ、横浜ＹＭＣＡの全

体像を知る機会ともなりますので是非ご参加ください。 

日 時：5月25日（土）17：00～20：00（受付開始15：30） 

会 場：湘单とつかＹＭＣＡ １階ホール 

 

 

 

５月の行事 

 

当ブリテン及び横浜ワイズメンズクラブに関するお問

い合わせは、ＹＭＣＡ青木一弘にご連絡下さい。  

メール aoki_kazuhiro@yokohamaymca.org 

電話  045-661-0080 

4月例会プログラム 

日時：4月11日（木) 18:30～20:30 

場所：中央ＹＭＣＡ 501教室 

司会：金子ワイズ 

1.開会点鍾および挨拶・・・・・・・・古田会長 

2.ワイズソング・ワイズの信条・・・・全員 

3.今月の聖句・・・・・・・・・・・・古田ワイズ 

4.ゲスト・ビジター紹介・・・・・・・古田会長 

5.食前感謝・・・・・・・・・・・・・古田ワイズ 

6.食事 

7.卓話「中央ＹＭＣＡ健康教育事業について」 

          ＹＭＣＡ職員 井藤直人氏 

8.ビジネス・報告・・・・・・・・・・古田会長 

9.Happy Birthday            大江なおみ(2) 

10.閉会点鍾・・・・・・・・・・・・ 古田会長 

例会報告：大髙ワイズ 

日 曜 時間 行 事 内 容 場所 

9 木 17:00 第二例会 
中央 

ＹＭＣＡ 

24- 

25 

金 

土 
 
第一例会（つづき 

クラブと合同） 

富士山 

ＹＭＣＡ 

25 土 17:00 
横浜ＹＭＣＡ 

会員総会 

とつか 

ＹＭＣＡ 

ＹＭＣＡ

だ よ り

ＹＭＣＡ

だ よ り

★ 強い義務感をもとう 義務はすべての権利に伴う ★ 

納涼会出席者 


